
平成３０年度北海道自殺対策連絡会議 会議要旨 

 

日 時：平成３１年３月１８日（月） 18:30～20:00 

場 所：かでる２・７ ８階８２０研修室 

 

１ 開会～挨拶 

  挨拶（畑島課長） ～ 司会（障がい者保健福祉課中川主幹） 

   

２ 議題 

（１）「北海道における自殺の現状について」（精神保健福祉センター二口副部長） 

    資料１に基づき説明 ～ 統計情報・分析 

 

（２）「平成 31年度の自殺対策関係予算について」（障がい者保健福祉課吉澤主査） 

    資料２に基づき説明 ～ 来年度の国交付金の事業メニュー・内容、道予算 等 

      

（３）「市町村自殺対策計画の進捗状況について」（吉澤主査） 

    資料３に基づき説明 ～ 道内市町村の計画策定状況の概要 等 

【質疑】（札幌医科大学医学部公衆衛生学講座） 

・ 小さな市町村では計画策定が困難。道として、なかなか進まない市町村への支援というのは考えている
のか。 

→具体的な計画策定について保健所を通じて支援しており、また保健所だけでは困難な場合には、精神保

健福祉センターの技術的助言の要望を受け、支援している。また、前年度と同様に策定が遅れている市

町村は、定期的に進捗確認をしていく予定。 

     【補足説明】（自殺対策推進アドバイザー 河西札医大教授） 

・ 全国と比較しても大学と市町村が一緒になって自殺対策を取り組んでいる自治体は少ない。北海道では、
トップセミナー、保健師向け研修を連携しながら動いている。ただ、北海道は広域なので、小さい市町

村等では国が示したひな形を置き換えただけの計画を考えているところもあるが、できるだけそのよう

にはしたくない。 

       

（４）「自殺総合対策モデル事業について」（道立精神保健福祉センター岡﨑所長） 

    資料４に基づき説明 ～ 来年度から実施していく別海町におけるモデル事業（NOCOMIT-Jの成果をベースと

した地域の自殺率を減少させる）の概要説明、今後の取組の方向性 等 

    【補足説明】（自殺対策推進アドバイザー 河西教授） 

     ・ 北海道は全国と比較して自殺率が高い都道府県。道外の自殺率が高い県では、地域モデル事業を実施し

てきたが北海道では実施していなかった。こうすればいいという地域モデル事業をしっかり作って、北

海道内で均てん化していくのが、自殺率を下げる一番の早道。ただモデル事業として実施することとな

ったので、地域の方々もかなり戸惑うことがあるので、ここから先はかなり慎重に進めていくことが必

要で皆様の協力が必要。 

【質疑】別海町を選んだ理由 

→別海町自体の自殺率が高い、特に男性。また、これまで精神保健福祉センターや河西先生との繋がり。 

【意見】（札幌医科大学医学部公衆衛生学講座） 

道内に広げていく前に別海町でうまくいったうまくいかなかったという視点で評価したほうがいい。 

 

（５）「北海道胆振東部地震における心のケア活動について」（吉澤主査、岡﨑所長） 

資料５に基づき説明 ～ 胆振東部地震時に行った心のケア活動及び被災者支援についての説明 

 

 

 



（６）第３期北海道自殺対策行動計画に基づく活動状況について 

      出席されている機関の方から取組状況についての説明 

○精神保健福祉センターの主な取組 

      かかりつけ医うつ病対応力向上研修…かかりつけ医やコメディカルを対象にうつ病などの自殺関連の講義

や演習を実施 

  各種自殺対策の研修の実施…研修の概要説明 

  自殺関連相談…センターで受けた自殺に関する相談関係 

      遺族支援…全道ネットワーク会議、交流会 

      市町村への支援…自殺対策計画への支援 

○教育庁の主な取組 

      自殺予防教育の実施に向けて…平成 28年度から文科省の指定を受けて、自殺予防教育のプログラムを策定

し、自殺予防教育の具体的な内容や実践例を明記、従来の教育活動も活用

し、来年度から多くの学校で取り組んでいくよう進めていく。 

○北海道いのちの電話 

      若者に向けたミュージックデー…自殺予防週間に道内で活動しているバンドの方々に出演依頼し、自殺予

防の普及啓発。 

ゲートキーパー研修の開催…札幌市、道内で開催 

子どもたちへの講話…いのちの電話の活動を学校で実演、いろいろな相談を受けていることを講演 

いのちの電話の活動…日頃の相談の説明 

  ○札幌医科大学 

          医療機関向けの対策…医療機関や救命救急センターへの自殺未遂者対策、院内での自殺防止プログラムの

普及、大学生へのメンタルヘルス対策、他関係機関が開催する研修会へ出席。札医

大の活動の結果、北海道は全国でも自殺未遂者の医療拠点がある地域となった 

 

３ まとめ 

   自殺対策推進アドバイザー 河西教授 

      行政と大学との連携がいろいろな活動が立ち上がってきている。北海道は全国でも積極的に自殺対策を実施

しているが、20年近く自殺率が高い状況が続いており、なかなかそういう状況を変えていくのは簡単ではない。

北海道は広域なので皆様のご協力が必要。 


